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土砂災害警戒区域などの指定
土 砂 災 害 防 止 法 に 基 づ く

▽
急
傾
斜
地
の
崩
壊
＝
２
２

９
カ
所
（
う
ち
特
別
警
戒

区
域
＝
２
１
６
カ
所
）

▽
土
石
流
＝
46
カ
所
（
う
ち

特
別
警
戒
区
域
＝
45
カ

所
）

＊
平
成
18
年
８
月
に
、
陵
厳

寺
・
三
郎
丸
地
区
で
先
行

し
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す

　
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
土
砂
災
害
か
ら

住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
を

守
る
た
め
、
災
害
情
報
の
伝

達
や
避
難
が
迅
速
に
で
き
る

よ
う
に
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

警
戒
区
域
指
定
に

�

関
す
る
質
問

　
過
去
に
土
砂
災
害
の
な

い
土
地
で
も
指
定
に
な
る
の

で
す
か
？

　

土
砂
災
害
は
自
然
現
象

で
あ
り
、
今
ま
で
起
こ
ら
な

か
っ
た
か
ら
将
来
も
起
こ
ら

な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
基

礎
調
査
の
対
象
は
、
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

土
地
で
、
過
去
の
災
害
の
有

無
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
土
砂
災
害
防
止
法
」
と

は
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の

み
な
さ
ん
の
生
命
を
守
る
た

め
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を
事
前

　
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区

域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
に

　
警
戒
区
域
や
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
で

は
、宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、

警
戒
区
域
内
で
あ
る
旨
に
つ

い
て
重
要
事
項
説
明
を
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
特
に
特
別
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
た
区
域
で
は
、
次

の
よ
う
な
制
限
が
か
か
り
ま

す
。

▽
住
宅
分
譲
や
災
害
時
要
援

護
者
関
連
施
設
建

築
の
た
め
の
開
発

行
為
は
許
可
制
と

な
り
ま
す

▽
住
宅
の
建
築
な
ど

を
す
る
際
に
は
土

　

現
在
、
県
が
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
土
砂
災
害
防
止
法
）」

に
基
づ
き
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
住
民
を

守
る
た
め
に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
の
指
定
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

総
務
課　

☎（
36
）５
０
５
０

◉
平
成
22
年
度
の
市
の
指
定
個
所
数

◉
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す

◉
土
砂
災
害
防
止
法
の
目
的
は
、

　

土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を

守
る
こ
と
で
す

◉
指
定
さ
れ
る
区
域
は
、

「
警
戒
区
域
」と「
特
別
警
戒
区
域
」で
す

◉
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と

制
限
が
か
か
り
ま
す

指
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

の
区
域
内
で
、
建
築
物
が
損

砂
災
害
を
防
止
・
軽
減
す

る
構
造
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す

▽
著
し
い
損
壊
が
生
じ
る
お

そ
れ
の
あ
る
建
築
物
に
対

し
て
は
、
移
転
勧
告
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
勧

告
に
よ
る
移
転
者
に
は
住

宅
金
融
公
庫
の
融
資
な
ど

の
支
援
措
置
が
あ
り
ま

す
）

問答

　
ど
の
よ
う
な
調
査
を
し

て
区
域
を
決
め
て
い
る
の
で

す
か
？

　
航
空
写
真
か
ら
三
次
元

の
地
図
を
作
成
し
、
現
地
で

地
質
な
ど
を
確
認
し
た
上
で

予
想
さ
れ
る
衝
撃
力
な
ど
を

計
算
し
て
い
ま
す
。

　

区
域
を
決
定
す
る
際
は
、

斜
面
の
傾
斜
や
状
況
な
ど
、

現
地
で
実
際
に
確
認
し
て
い

ま
す
。

問答

答

答

答

問

問問

　
ど
の
よ
う
な
基
準
で
区

域
を
指
定
す
る
の
で
す
か
？

　

過
去
に
実
際
に
発
生
し

た
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な
ど

の
デ
ー
タ
か
ら
基
準
を
決
め

て
い
ま
す
。

　

が
け
崩
れ
は
傾
斜
度
30
度

以
上
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
以

上
、
土
砂
の
到
達
範
囲
は
斜

面
下
で
は
高
さ
の
２
倍
（
最

大
50
メ
ー
ト
ル
）、
斜
面
上

部
は
10
メ
ー
ト
ル
で
す
。

壊
し
、
住
民
に
著
し
い
危
害

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区

域
を
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に

指
定
し
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
法
律

が
必
要
な
の
か
？

　
危
険
な
個
所
で
の
市
街

地
開
発
の
進
み
方
が
早
く
、

防
災
工
事
が
追
い
つ
か
な
い

の
が
実
情
で
す
。
そ
の
た
め

危
険
な
個
所
で
の
開
発
を
規

制
し
ま
す
。

　
指
定
さ
れ
る
区
域
は
、

住
民
に
ど
の
よ
う
に
知
ら
せ

る
の
で
す
か
？

　
事
前
の
住
民
説
明
会
や

指
定
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
場

所
は
未
然
に
分
か
ら
な
い
こ

と
と
、
繰
り
返
し
発
生
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
調
査
で
、
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
を
指
定
し
て

危
険
な
個
所
を
住
民
の
み
な

さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　気象庁では、５月27日から、気象警報や注意報を
市町村ごとに発表しています。
　例えば、宗像市に災害発生のおそれがある時は、
これまでは宗像市を含む「福岡県」や「福岡地方」に
対して警報、注意報を発表していましたが、今後は
「宗像市」として発表。発表単位をより細かく市町村
単位にすることで、より有効に防災活動などに利用
できます。
　また、大雨警報を発表する際には、特に警戒が必
要な災害を、「大雨警報（土砂災害）」「大雨警報（浸水
害）」のように警報名と併せてお知らせします。
　もし、宗像市に大雨警報・注意報が発表されたと
きの行動の目安は次のとおりです。

●大雨注意報
▽非常用持ち出し品の点検、避難場所や経路を再確
認する
▽危険な場所（がけ、川、側溝など）に近づかない

大雨などの気象警報や注意報が市町村ごとに発表されます
●大雨警報
▽危険を感じたら早めに避難し、身の安全を図る。
避難が困難な場合は、より安全な場所（２階など）
へ移動する
▽市が発令する避難勧告などに注意する
　なお、大雨や洪水などの警報や注意報は、ＮＴＴ
の177やテレビ、ラジオなどでも周知されますが、
読み上げ可能な文章量や画面の文字数の制限など
で、従来どおり「県や地方単位」で周知される場合が
あります。
＊市町村ごとの気象警報や注意報の詳しい内容は、
気象庁ホームページ＝http://www.jma.go.jp/
か、国土交通省防災情報提供センターの携帯電
話サイト＝http://www.mlit. go.jp/saigai/
bosaijoho/i-index.htmlに掲載
■問い合わせ先　
福岡管区気象台技術部予報課防災係　
☎０９２（７２５）３６０４

大雨警報の例

【従来】

大雨警報

大雨注意報 県内66すべての
市町村に大雨警報を発表 県内55市町村に大雨警報を発表

【現在】

▽
急
傾
斜
地
の
崩
壊
＝
６
カ

所
（
う
ち
特
別
警
戒
区
域

＝
な
し
）

▽
土
石
流
＝
５
カ
所
（
う
ち

特
別
警
戒
区
域
＝
５
カ

所
）

に
明
ら
か
に
し
、
警
戒
避
難

体
制
の
整
備
や
一
定
の
行
為

の
制
限
な
ど
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。


